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今
回
で
５
回

目
を
迎
え
た

「
三
鷹
市
民
デ

ー
」。
三
鷹
の

森
ジ
ブ
リ
美
術

館
に
三
鷹
市
民

の
方
な
ど
を
抽

選
で
ご
招
待
し

ま
す
。

今
回
は
、「
ア

ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
展
」
開
催
記

念
と
し
て
、「
ア

ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
」
第
１
話
の

上
映
、
ヨ
ー
デ
ル

や
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

演
奏
会
な
ど
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト

（
10
月
２
日
a

の

み
）
も
行
う
予
定

で
す
。
く
わ
し
く

は
次
号
以
降
で
ご

案
内
し
ま
す
。

◆
「
三
鷹
市
民
お

よ
び
近
隣
市
市
民

デ
ー
」
10
月
１
日

G
（
都
民
の
日
）

対
象
は
三
鷹
市
お
よ
び
近
隣
市

（
武
蔵
野
市
、
小
金
井
市
、
西
東

京
市
、
調
布
市
、
府
中
市
）
に
在

住
の
方
。
４
人
一
組
で
600
組
（
２

千
400
人
）
を
ご
招
待
。

◆「
三
鷹
市
民
デ
ー
」10
月
２
日
A

対
象
は
三
鷹
市
民
。
４
人
一
組

で
600
組
（
２
千
400
人
）
を
ご
招
待
。

▼
８
月
18
日
e

（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
代
表
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
人
数
（
代
表
者
を

含
む
４
人
ま
で
）
・
電
話
番
号
・

別
表
の
申
込
区
分
番
号
（
１
区
分

の
み
、
複
数
不
可
。
三
鷹
市
民
の

方
は
①
〜
⑧
の
い
ず
れ
か
、
近
隣

市
市
民
の
方
は
①
〜
④
の
い
ず
れ

か
）
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５
５

５
三
鷹
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
室
『
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

招
待
係
』」
へ
申
し
込
む
。

※
当
選
者
に
は
９
月
中
旬
ま
で

に
招
待
状
を
発
送
し
ま
す
。
電
話

な
ど
に
よ
る
当
否
の
確
認
は
で
き

ま
せ
ん
。

e

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
1

内
線
２
５
１
７

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
手
提
袋
」

講
習
会
（
全
２
回
）

▽
９
月
７
日
d

・
10
月
５
日
d

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全

２
回
）、
同
工
房
で
。
ス
ポ
ー
ツ

タ
オ
ル
サ
イ
ズ
の
布
３
枚
分
（
数

種
類
で
可
）、
型
紙
用
厚
紙
、
裁

縫
道
具
を
持
参
。

▼
８
月
10
日
d
か
ら
同
工
房
1

34
―
３
１
９
６
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む
。
定
員
15
人
程
度

（
２
日
と
も
参
加
で
き
る
方
に
限

り
ま
す
）。

e

同
工
房
（
水
・
木
・
土
・

日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）
1
34
―
３
１
９
６
（
ミ
ヨ
リ
サ

イ
ク
ル
）リ

サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

８
月
の
「
掘
り
出
し
物
」

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家

具
な
ど
の
「
掘
り
出
し
物
」
を
抽

選
に
よ
り
低
価
格
で
提
供
し
ま

す
。

▽
８
月
13
日
g
〜
20
日
g
に
同

工
房
で
展
示
と
受
付
。
８
月
21
日

a
午
前
11
時
か
ら
抽
選
会
。

▼
申
込
時
に
抽
選
結
果
通
知
用
の

官
製
は
が
き
を
持
参
。
当
選
者
は

抽
選
日
の
翌
日
曜
日
ま
で
に
所
定

の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
当
選
品
を

持
ち
帰
る
こ
と
。
抽
選
時
の
車
で

の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

e

同
工
房（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）1
34
―
３
１
９
６

ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル
促

進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
募
集

環
境
省
・
ご
み
ゼ
ロ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
会
議
主
催
。
ご
み
の
量

を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
た
め
、
ご
み
の
減
量
、
過
剰
包

装
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協

力
、
散
乱
ご
み
対
策
、「
も
っ
た

い
な
い
」
の
考
え
方
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

◆
募
集
区
分

小
学
生
低
学
年
の

部
（
１
〜
３
年
生
）、
小
学
生
高

学
年
の
部
（
４
〜
６
年
生
）、
中

学
生
の
部

◆
応
募
規
格

四
つ
切
り
（
38

㌢
×
54
㌢
）
ま
た
は
Ｂ
３
版

（
36
・
４
㌢
×
51
・
５
㌢
）。
画
材

は
特
に
問
い
ま
せ
ん
が
、
立
体
性

の
あ
る
作
品
（
糊
な
ど
を
使
用
し

て
張
り
付
け
た
も
の
）は
対
象
外
。

作
品
の
裏
面
に
、
応
募
者
の
氏

名
・
年
齢
・
学
年
・
学
校
名
・
学

校
所
在
地
（
住
所
・
電
話
番
号
）

を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
９
月
２
日
f

（
必
着
）
ま
で

に
、「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
ご
み
対
策
課
」（
市
役
所
５

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
。

郵
送
の
際
は
作
品
を
折
っ
た
り
丸

め
た
り
し
な
い
こ
と
。

※
応
募
作
品
は
１
学
校
に
つ
き

募
集
区
分
ご
と
に
10
点
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
募
集
区
分
ご
と
に
最
優
秀
賞

１
点
、
優
秀
賞
３
点
（
い
ず
れ
も

賞
状
お
よ
び
副
賞
）。
最
優
秀
賞

受
賞
者
は
10
月
に
長
崎
県
で
開
催

予
定
の
全
国
大
会
で
表
彰
し
ま

す
。※

応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者

に
属
し
ま
す
。
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

※
主
催
者
な
ど
（
主
催
者
が
認

め
る
新
聞
な
ど
）
が
作
成
す
る
広

報
用
の
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
学
校
名
や
氏
名
が
掲
載

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

e

ご
み
ゼ
ロ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
事
務
局
1
03
―
５
８

０
４
―
６
２
８
１
・
三
鷹
市
ご
み

対
策
課
1
内
線
２
５
３
３

明
る
い
選
挙
啓
発
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

三
鷹
市
選
挙
管
理
委
員
会
・
三

鷹
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
実
現

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・

標
語
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
ポ
ス
タ
ー

対
象
は
市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
・
高
校
生
（
１
人
１
点
）。

大
き
さ
は
、
画
用
紙
の
四
つ
切

（
542
㍉
×
382
㍉
）、
八
つ
切
（
382

㍉
×
271
㍉
）
も
し
く
は
そ
れ
に
準

じ
る
大
き
さ
。
画
材
料
は
自
由
。

裏
面
右
下
に
学
校
名
・
学
年
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
。
審
査

は
、
小
・
中
・
高
校
別
に
行
い
、

入
選
作
品
は
、
東
京
都
選
挙
管
理

委
員
会
主
催
の
審
査
会
に
出
品
し

ま
す
。

◆
習
字

対
象
は
市
内
在
住
・
在
学
の
中

学
生
（
１
人
１
点
）。「
貴
い
一
票
」

を
習
字
用
半
紙
で
。
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
を
書
き
入
れ
る
。

◆
標
語

対
象
は
在
勤
・
在
学
を
含
む
市

民
。
内
容
は
、
投
票
率
の
低
い
20

歳
代
に
向
け
て
「
投
票
参
加
」
を

呼
び
か
け
る
も
の
な
ど
、
明
る
い

選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の
主
張
を

簡
潔
に
表
現
し
た
も
の
。
用
紙
は

自
由
。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を
記
入
。

▼
い
ず
れ
も
９
月
９
日
f

ま
で

に
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
」（
市
役

所
第
三
庁
舎
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
す
る
。
お
近
く
の
「
明
る
い
選

挙
推
進
委
員
」
を
通
じ
て
も
応
募

で
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
入
選
作
品
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
。
ま
た
応
募
者
全
員
に

参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

※
入
選
者
は
「
広
報
み
た
か
」

お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
な
ど
を
掲
載

し
、
入
選
作
品
は
、
明
る
い
選
挙

推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

e

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
内
線
３
０
３
５

花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ご

う
！
〜
花
火
に
よ
る
火
災
を

防
ぐ
１０
の
ポ
イ
ン
ト

①
花
火
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で

注
意
事
項
を
必
ず
守
り
、
正
し

く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

行
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
風
の
強
い
時
は
花
火
を
や
め
ま

し
ょ
う
。

④
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、
必
ず

バ
ケ
ツ
の
水
に
浸
け
て
残
り
火

を
完
全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大

人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
点
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑧
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方
法

で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
噴
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の

筒
物
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消

え
て
も
筒
を
覗
く
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

⑩
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

e

三
鷹
消
防
署
査
察
指
導
係

1
47
―
０
１
１
９
内
線
521

三鷹台商店会は、三鷹台駅前通りを
中心に90店舗近くからなる市内37の
商店会のうちでも比較的大きな商店会
です。
オリジナルのお茶を農家と提携して
販売するお店があれば、独自栽培のジ
ャガイモを使ったサンドイッチ（期間
限定）のお店などもあります。
まさに各店の知恵比べ、工夫から生
まれた個性を活かして商店会全体を盛
り上げる、いきいき商店街。
各店が連携して行う人気のスタンプ
事業もそんな事業の一つです。
また、地域との交流も多彩でユニー
クです。
商店会が総出で行う納涼盆踊りや秋
の祭礼などの季節のお祭りは、地域の
みなさんとの重要なイベントとなって

います。
特徴的なのは近くの第五小学校との
交流です。総合学習の時間に行う「商
店街活性化」研究グループを全面的に
受け入れ、商店会の一店舗を解放して
提供、駄菓子販売体験の場としていま
す。
そんな交流により、今では歳末イベ
ントの抽選会場は小学生が一緒に運営
参加。目を輝かせた小学生の元気で新
鮮な発想や刺激は、店作りの工夫に役
立っています。
８月の５日、６日に行われた納涼盆
踊りでも、五小の児童による踊りの披
露や夜店のお手伝いなどがあり、地域
での交流を深めました。
e生活経済課12542

店
作
り
の
知
恵
比
べ
と
地
域
と

の
協
働
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

創
造
し
ま
す
「
三
鷹
台
商
店
会
」

■
三
鷹
短
歌
会
６
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
義
直

杳
き
日
に
詩
吟
習
ひ
し
時
期
あ
り
て

ふ
と
口
ず
さ
む
「
常
盤
孤
を
抱
く
の

図
」

大
平
　
牧
子

﹇
評
﹈
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
で
常

盤
が
今
若
を
抱
き
乙
若
の
手
を
引

い
て
館
を
落
ち
ゆ
く
シ
ー
ン
が
あ

っ
た
が
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
の
一

首
で
あ
ろ
う
。
上
の
句
は
も
っ
と

単
純
化
し
た
い
。

枕
辺
の
「
祈
り
の
蛙
」
に
手
を
触
れ

て
手
術
室
へ
と
向
か
は
む
と
す
る

横
尾
え
り
子

﹇
評
﹈「
蛙
」
は
「
帰
る
」
に
通
じ
る

と
こ
ろ
か
。
手
術
の
成
功
や
退
院

を
叶
え
る
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
作
者
の
手
術
直
前
の

不
安
な
気
持
ち
が
、「
祈
り
の
蛙
」

へ
の
所
作
に
よ
く
出
て
い
る
。

初
夏
の
朝
は
や
太
陽
は
高
く
在
り
キ

ッ
チ
ン
明
る
く
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む

棚
木
　
玲
子

﹇
評
﹈
明
る
い
の
は
キ
ッ
チ
ン
だ
け

で
は
な
く
、
作
者
の
気
持
ち
も
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む
音
ま
で
も
が
明

る
く
弾
ん
で
い
る
の
だ
。
平
凡
だ

が
気
持
ち
の
よ
い
歌
。

萌
え
出
で
し
要
若
葉
の
生
垣
に
朝
を

沿
ひ
ゆ
く
わ
が
杖
の
音
高
木
　
文
代

﹇
評
﹈「
要
」
は
カ
ナ
メ
モ
チ
の
略
。

若
葉
は
紅
色
を
帯
び
目
に
優
し
い
。

早
朝
の
散
歩
の
一
齣
。
静
け
さ
が

伝
わ
っ
て
来
る
。

地
下
鉄
の
地
上
に
出
し
瞬
間
を
若
葉

を
照
ら
す
光
に
眩
む
　
松
村
美
惠
子

﹇
評
﹈
暗
い
所
か
ら
い
き
な
り
明
る

い
所
に
出
る
と
一
瞬
目
が
眩
む
も

の
だ
が
、
そ
れ
を
「
若
葉
が
照
ら

す
光
」
の
所
為
と
し
た
下
の
句
が

光
る
。

日
に
映
え
て
茂
る
若
葉
の
落
と
す
影

す
が
し
き
冷
え
を
湛
え
て
を
り
ぬ

八
島
　
靖
夫

﹇
評
﹈
木
陰
の
も
つ
ひ
ん
や
り
と
し

た
す
が
す
が
し
さ
を
う
ま
く
詠
っ

て
い
る
の
だ
が
、
す
が
し
き
冷
え

は
疑
問
。

異
常
気
象
の
続
く
世
と
な
り
「
衣
替

へ
」
次
第
に
死
語
と
な
り
て
ゆ
く
の

か

神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
異
常
気
象
だ
け
が
原
因
で
は

な
か
ろ
う
が
衣
替
え
の
慣
習
が
廃

れ
て
来
て
い
る
こ
と
は
自
明
の
理

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
の
趨
勢

がんばっています！地元商店会
このコーナーでは工夫をしながら商店会の活性化に取り組んでいる、
地元商店会を随時紹介していきます。

三鷹市民および近隣市市民招待デー（10月１日G）
区分番号 入場時間 招待者数
① 10：00 150組/600人
② 12：00 150組/600人
③ 14：00 150組/600人
④ 16：00 150組/600人

三鷹市民デー（10月２日A）
区分番号 入場時間 招待者数
⑤ 10：00 150組/600人
⑥ 12：00 150組/600人
⑦ 14：00 150組/600人
⑧ 16：00 150組/600人

三鷹市民・近隣市市民招待デー
10月１日º・10月2日∂

を
苦
々
し
く
思
う
作
者
に
同
感
。

■
三
鷹
俳
句
会
７
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

炎
天
下
肩
に
重
た
く
己
が
首

伊
藤
紫
春

簾
し
て
午
後
の
時
間
の
動
か
ざ
る

寺
田
絢
子

忘
れ
居
し
土
の
匂
い
や
茗
荷
汁田

中
淑
子

炎
天
や
我
が
影
の
濃
さ
確
か
む
る南

み
ち

炎
天
の
匂
ひ
残
し
て
宅
配
夫小

木
曽
貞
子

炎
天
や
ゆ
ら
り
波
打
つ
象
の
腹小

泉
秀
夫

捨
て
か
ね
て
ま
た
袖
と
ほ
す
夏
衣

赤
木
き
よ

夜
の
蟻
妖
（
あ
や
）
し
き
ま
で
に
黒

き
艶

清
水
ゆ
き
え

炎
天
や
時
の
た
ゆ
た
ふ
旧
街
道田

山
光
起

天
の
川
逢
瀬
に
二
つ
の
宇
宙
食

根
岸
操

炎
天
へ
挑
む
が
如
く
飛
機
離
陸

牧
文
子

ひ
と
す
じ
に
生
き
る
の
み
な
り
天
の

川

大
竹
ハ
ル
子

日
盛
り
の
坂
幾
人
（
い
く
た
り
）
に

抜
か
れ
つ
つ

大
和
谷
慈
子

前
世
の
罪
の
深
さ
か
こ
の
炎
天根

岸
敏
三

束
の
間
の
炎
天
庭
の
藷
こ
や
せ大

野
静
三

雷
あ
り
て
長
居
の
客
と
な
り
に
け
り

土
井
雅
子

炎
天
や
棚
田
見
廻
る
坂
の
道

三
矢
恵
啓

激
辛
の
カ
レ
ー
食
お
う
よ
炎
暑
に
は

大
久
保
英
一

竿
売
り
の
ボ
リ
ュ
ウ
ム
上
げ
る
梅
雨

晴
間

拝
司
園
子

腕
ま
く
り
し
て
薔
薇
切
り
し
腕
の
傷

寺
岡
美
由
■

８
月
の
例
会
は
、
14
日
a
午
後
１

時
よ
り
三
鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
（
予

定
）
で
。
兼
題
は
「
西
瓜
」、
出
句
は

３
句
。
資
料
代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷
宅
1
46
―
９

８
２
０
へ
。


